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Abstract 
A general method of administering powdered antibiotics to infants and young children, are 
to dissolve them in water or to mix them in food or juice. However, the infants/children may 
not want to eat the food if the antibiotic alters the food’s taste. We carried out a questionnaire 
survey in our University to investigate the taste altering effect of antibiotics on food. The 33 
subjects were students and teachers. We investigated 13 kinds of antibiotics (seven kinds of 
cephem, six kinds of macrolide) mixed in 18 kinds of food. 
The results of the survey showed no consistent trend, but fluctuated depending on the food 
and antibiotic mixture. In general though, peanut butter, chocolate spread, and maple syrup all 
had a positive effect in masking the taste of the antibiotics. These 3 foods could be useful in 
helping pediatric patients follow the correct dosages and dosage intervals prescribed by their 
physician. 
Key words : taste-masking, infants, young children, food, antibiotics 
 
緒言 
小児が医薬品を服用する際に、薬剤のコンプライアンス低下の原因として、医薬品
の味が問題となることがしばしばある。嫌がる小児に服用させるのは保護者にとって
も苦労を強いられ、服用の際に工夫が必要となる。小児への服用法の工夫としては、
粉末の場合ペースト状にしたり、凍らせたり、オブラートや服薬補助ゼリーを使用し
たりする方法があるが、一般的には、食べ物や飲み物などの食品に混ぜて服用させる
方法が安価で実用的である。実際に小児 0～10歳までの服薬アンケートで「粉末薬剤
をどのようにして飲ませていますか」の質問に対して 55％の患者が水を含む何らかの
飲食物での服用を行っており、年齢別でみると 1歳未満は 100％、1歳以上 2歳未満
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は 89％、2歳以上 4歳未満は 60％、4歳以上 7歳未満は 34％、7歳以上では 12％が何
らかの飲食物と一緒に服用を行っており、多くの患者が何らかの食品との併用を行っ
ている 1)。また、多くの小児内服用抗生剤は味に対する工夫がなされており、味付け
をしているものやクラリスロマイシンのように薬剤自身の苦味をマスキングする為
に噴霧凝固造粒による設計がされているものもある 2)。それでも多少なりとも苦味が
あるとの報告もある 3)。薬物を食品に混合した場合、薬によっては苦味が増したり、
吸収に影響を及ぼすこともある 4)。飲み残した場合には投与量が不正確になるなどの
問題が生じる。これらの問題は、予め食品との混合により味がどのように変化するか
を把握しておけば解消でき、コンプライアンスの向上に結びつく。そこで今回、様々
な食品と小児内服用抗生剤を組み合わせ、ヒトによる味覚試験を行い、食品による苦
味のマスキング効果について評価した。 
方法 
被験者は、第一薬科大学の学生および教員から成る健常人ボランティア 33人とし
た。食品としてアイスクリーム類、ジュース、乳酸菌飲料、ハチミツ、プリンおよび
ピーナツクリーム等の乳幼児が摂取しやすい 18種類を選択した（図 1）。医薬品は、
小児内服用抗生剤 13種（セフェム系薬 7種、マクロライド系薬 6種）、マクロライド
系薬のクラリスロマイシンは先発品 1種と後発品 3種を使用した。 
評価にあたって医薬品を次のように調製した。1）医薬品（ドライシロップ）1ｇを
水 10ｇに溶解し、飲みやすさを判定した。2） 飲食物 18種と抗菌薬 13種は、医薬品
1ｇを食品 10ｇに混合し、併用による飲みやすさを判定した。飲みやすさの判定は、
「1．非常に飲みにくい、2．飲みにくい、3．飲みやすい、4．非常に飲みやすい」の
4段階に区分した。 
 
図 1. 味覚評価のアンケート用紙の内容 
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結果 
1.セフェム系薬 
図 2にセフェム系ドライシロップの評価を示した。オラスポア（A）、セフゾン（B）
およびケフラール（D）は、水で溶解した時に「3飲みやすい」以上となりそのまま
でも服用しやすい薬剤であった。 
 
A            B                        C   
      
D             E            F 
    
      G 
 
 
図 2．セフェム系ドライシロップ剤と各種食品を混
合した評価結果 
A：オラスポア B：セフゾン C：バナン  
D：ケフラール E：トミロン F：フロモックス  
G：メイアクト 
（直線は水に溶解した評価を示す） 
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個別の薬品ではオラスポア（A）は、ほとんどの食品において水で溶解するより服
用しづらくなり、中でもヨーグルトは極めて服用しづらくなった。セフゾン（B）は、
ピーナツクリーム、アイスクリームのチョコおよびバニラ、チョコクリームで服用し
やすくなるが、他の食品では服用しづらくなり、牛乳とヨーグルトは、際立って服用
しづらくなった。バナン（C）は、ピーナツクリーム、チョコクリーム、メープルシ
ロップ、プリン、アイスクリームチョコ、リンゴジュース、グレープジュース、ハチ
ミツ、薬用ゼリーと比較的多くの食品で服用しやすくなるが、牛乳とヨーグルトでは
服用しづらくなった。ケフラール（D）は、アイスクリームのチョコ及びバニラ、ピ
ーナツクリーム、チョコクリーム、メープルシロップで服用しやすくなった。バナン
と同様に牛乳とヨーグルトでは服用しづらくなった。トミロン（E）は、ピーナツク
リーム、メープルシロップ、チョコクリーム、練乳、リンゴジュース、およびハチミ
ツで服用しやくなった。また、牛乳、ヨーグルトに加えてココアで服用しづらくなっ
た。フロモックス（F）は、ピーナツクリーム、チョコクリーム、メープルシロップ
およびはちみつで服用しやすくなった。牛乳、ヨーグルトをはじめ、ココア、リンゴ
ジュース、オレンジジュース、グレープジュース、アクエリアスの各種ジュース類お
よび薬用ゼリーでも服用しづらくなった。メイアクト（G）は、ピーナツクリームで
服用しやすくなり、牛乳とヨーグルトで服用しづらくなった。 
 
2.マクロライド系薬 
マクロライド系ドライシロップの評価結果を図 3に示した。今回使用したマクロラ
イド系ドライシロップは、水で溶解した時に「3飲みやすい」以下となりそのままで
は、服用しづらい薬剤であった。個別の薬品ではジスロマック（H）は、メープルシ
ロップ、チョコクリーム、ピーナツクリームおよびはちみつで服用しやすくなった。
服用しづらくなる食品に牛乳、ヨーグルトおよびリンゴジュース、オレンジジュース、
グレープジュース、およびアクエリアスのジュース類で極端に服用しづらくなった。
エリスロマイシン（I）は、アイスクリームのバニラおよびチョコ、ピーナツクリー
ム、チョコクリーム、メープルシロップおよびプリンで服用しやすくなり、ヨーグル
ト、カルピス、リンゴジュース、オレンジジュースおよびアクエリアスで服用しづら
くなった。グレープジュースは服用しづらくなるものの極端に服用しづらくなること
はなかった。クラリスロマイシン（J）は、先発品 1種と後発品 3種の味覚試験を行
い、先発品のクラリシッドは、牛乳、アイスクリームチョコ、ピーナツクリーム、チ
ョコクリーム、メープルシロップで服用しやすくなり、ヨーグルト、カルピス、リン
ゴジュース、オレンジジュース、グレープジュースおよびアクエリアスで極めて服用
しづらくなった。後発品のクラリスロマイシン「タイヨー」（K）は、アイスクリーム
チョコ、ピーナツクリーム、チョコクリーム、メープルシロップおよびプリンで服用
しやすくなり、ヨーグルト、カルピス、リンゴジュース、オレンジジュース、グレー
プジュースおよびアクエリアスのジュース類で極めて服用しづらくなった。クラリス
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ロマイシン「EMEC」（L）は、練乳、アイスクリームチョコ、ピーナツクリーム、チ
ョコクリーム、メープルシロップおよびプリンで服用しやすくなり、服用しづらくな
る食品はクラリシッドと同様であった。クラリスロマイシン「タナカ」（M）は、練
乳、コーヒー牛乳、アイスクリームのバニラおよびチョコ、ピーナツクリーム、チョ
コクリーム、メープルシロップ、およびプリンで服用しやすくなり、服用しづらくな
る食品は先発品のクラリシッド（C）と同様であった。 
 
H            I             J  
   
K                        L            M 
   
 
図 3．マクロライド系ドライシロップ剤と各種食品を混合した場合の評価結果 
H：ジスロマック I：エリスロマイシ  J：クラリシッド  
K：クラリスロマイシン「タイヨー」  L：クラリスロマイシン「EMEC」  
M：クラリスロマイシン「タナカ」      
（直線は水に溶解した評価を示す） 
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考察 
苦味を評価する上で、最も正確な方法は、ボランティアを用いた官能試験であると
されており 5)、今回は、ヒトによる官能試験を行うことが出来た。 
酸性飲料、食品との混合で苦味が出る薬剤としてマクロライド系抗生物質がある 4)。
クラリスロマイシンドライシロップを食品と混和した味の官能試験では、酸味のある
ジュース類と一緒に服用すると非常に飲みにくくなり、牛乳、ミルク、アイスクリー
ム、水羊羹、ミルクココア、およびアスパルテームでの併用で苦味がなくなるとの報
告もある 6)。これらの報告と同じように、酸性飲料（柑橘系ジュース、スポーツドリ
ンク、乳酸菌飲料、ヨーグルト）は、マクロライド系薬と混ぜると苦味が増し非常に
飲みにくくなることを確認した。 
小児を持つ患者家族への「服薬説明に関するアンケート調査」で医薬品と併用する
飲食物についての調査報告では、アイスクリームが最も多く、次いでヨーグルト、ジ
ュースあるは、水やお湯あるいはそのまま服用が多いとしている 7)。この報告どおり
に服用してしまうとヨーグルトやジュースとの併用では、苦味が増して服用できなく
なり、次の服用が困難になるケースが想定される。今回用いたセフェム系薬で、ジュ
ースとの併用を行う場合にオラスポア、セフゾン、ケフラール、フロモックスは注意
が必要であり、バナンならびメイアクトは、あまり神経を使う必要はないようである。
マクロライド系薬では、チョコクリーム、メープルシロップ、プリンは、すべての薬
剤で服用しやすくなり、報告で併用する食品として汎用されていた牛乳、ヨーグルト
は服用しづらくなり併用は控えるべきである。今回用いたジュース類は、すべて服用
しづらくなりジュースを使用する場合は種類の選択が必要となってくる。 
医薬品は同一成分でも、メーカーにより添加物などが異なる（表 1、表 2）ため、
マスキング効果に差異を生じることがあり、食品と併用する場合には個々の医薬品に
対して個別に食品を選択しなければならない。 
 
表 1．セフェム系薬剤 （商品名 成分・含量 添加物） 
商品名 成分・含量 添加物 
オラスポア小児用
ドライシロップ
10% 
セフロキサジン水
和物 100mg/g 
白糖、カルメロースナトリウム、結晶セルロース、フ
マル酸一ナトリウム、黄色 5号、香料、プロピレング
リコール、アラビアゴム、ゼラチン、デキストリン 
ケフラール細粒小
児用 100mg 
セファクロル
100mg/g 
白糖、コムギデンプン、アルギン酸ナトリウム、ヒド
ロキシプロピルセルロース、シリコーン樹脂、β－カ
ロテン、流動パラフィン、アラビアゴム、プロピレン
グリコール、リン酸、アスコルビン酸、含水二酸化ケ
イ素、香料 
セフゾン細粒小児
用 10% 
セフジニル 100mg/g 白糖、ヒドロキシプロピルセルロース、トラガント末、
香料、バニリン、プロピレングリコール、アラビアゴ
ム、デキストリン、含水二酸化ケイ素、赤色 102号 
トミロン細粒小児
用 10% 
セフテラム ピボ
キシル 100mg/g 
精製白糖、ショ糖脂肪酸エステル、カルメロースカル
シウム、結晶セルロース、カルメロースナトリウム、
アスパルテーム（L-フェニルアラニン化合物）、シリコ
ーン樹脂、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂
肪酸エステル、香料、黄色 5号 
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バナンドライシロ
ップ 5% 
セフポドキシム 
プロキセチル
50mg/g  
乳糖水和物、カルメロースカルシウム、ヒドロキシプ
ロピルセルロース、塩化ナトリウム、L-グルタミン酸
ナトリウム、アスパルテーム（L-フェニルアラニン化
合物）、三二酸化鉄、カルメロースナトリウム、安息香
酸ナトリウム、pH調節剤、白糖、トリオレイン酸ソル
ビタン、香料、軽質無水ケイ酸、タルク 
フロモックス小児
用細粒 100mg 
セフカペン ピボ
キシル塩酸塩水和
物 100mg/g 
硬化油、低置換度ヒドロキシプロピルセルロース、粉
末還元麦芽糖水アメ、D-マンニトール、ステアリン酸
マグネシウム、アスパルテーム（L-フェニルアラニン
化合物）、キシリトール、ヒドロキシプロピルセルロー
ス、アルファー化デンプン、含水二酸化ケイ素、三二
酸化鉄、トウモロコシデンプン、ポリオキシエチレン
（160）、ポリオキシプロピレン（30）、グリコール、香
料 
メイアクトMS小
児用細粒 10% 
セフジトレン ピ
ボキシル 100mg/g 
ヒプロメロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ク
ロスカルメロースナトリウム、精製白糖、アスパルテ
ーム（L-フェニルアラニン化合物）、塩化ナトリウム、
黄色五号、その他 1成分、香料、デキストリン、アラ
ビアゴム、プロピレングリコール、バニリン、エチル
バニリン 
 
 
表 2．マクロライド系薬剤 （商品名 成分・含量 添加物） 
商品名 成分・含量 添加物 
シスロマック細粒
小児用 10% 
アジスロマイシン
水和物 104.8mg/g 
白糖、結晶セルロース、酸化チタン、ヒドロキシプロピル
セルロース、ヒプロメロース、タルク、ステアリン酸マグ
ネシウム、アミノアルキルメタクリレートコポリマーE、
キサンタンガム、L-アルギン酸、香料、サッカリンナトリ
ウム水和物、黄色三二酸化鉄、三二酸化鉄 
エリスロシンドラ
イシロップ 10% 
エリスロマイシン
エチルコハク酸エ
ステル 100mg/g 
クエン酸ナトリウム水和物、白糖、カルメロースナトリウ
ム、ショ糖脂肪酸エステル、軽質無水ケイ酸、香料 
 
クラリスロマイシン 
クラリシッド・ドラ
イシロップ 10%小
児用 
クラリスロマイシ
ン 100mg/g 
モノステアリン酸グリセリン、アミノアルキルメタクリレ
ート、コポリマーE、アミノアルキルメタクリレート、コ
ポリマーRS、ソルビン酸、水酸化ナトリウム、ポリソル
ベート 80、カルメロースナトリム、軽質無水ケイ酸、酸
化マグネシウム、D-マンニトール、トウモロコシデンプン、
ヒドロキシプロピルセルロース、サッカリンナトリウム水
和物、メタケイ酸アルミン酸マグネシウム、三二酸化鉄、
香料 
クラリスロマイシ
ンドライシロップ
10%小児用「タイヨ
ー」 
クラリスロマイシ
ン 100mg/g 
カルメロースナトリウム、含水二酸化ケイ素、サッカリン
ナトリウム水和物、酸化マグネシウム、ジメチルポリシロ
キサン、精製白糖、タルク、トウモロコシデンプン、二酸
化ケイ素、ヒドロキシプロピルセルロース、プロピレング
リコール、香料、その他 2成分 
クラリスロマイシ
ンドライシロップ
10%小児用「EMEC」 
クラリスロマイシ
ン 100mg/g 
アミノアルキルメタクリレートコポリマーE、エチルセル
ロース、カルメロースナトリム、軽質無水ケイ酸、サッカ
リンナトリウム、酸化マグネシウム、トウモロコシデンプ
ン、ヒドロキシプロピルセルロース、D-マンニトール、香
料 
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クラリスロマイシ
ンドライシロップ
10%小児用「タナ
カ」 
クラリスロマイシ
ン 100mg/g 
アミノアルキルメタクリレートコポリマーE、ポリビニル
アセタールジエチルアミノアセテート、モノステアリンリ
ン酸グリセリン、タルク、メタケイ酸アルミン酸マグネシ
ウム、エリスリトール、D-マンニトール、ヒドロキシプロ
ピルセルロース、酸化マグネシウム、サッカリンナトリウ
ム水和物、グリチルリチン酸－アンモニウム、アセスルフ
ァムカリウム、カラメル、香料 
 
今回の結果から味をマスキングする食品として、一般的に用いられている牛乳とヨ
ーグルトは、多くの薬剤との併用により服用しづらくなることが分った。薬剤だけで
なく食品の摂取にも影響を及ぼす可能性があり注意が必要である。小児が薬剤の服用
に際して併用する有効な食品としては、アイスクリームチョコ、ピーナツクリーム、
チョコクリームおよびメープルシロップが挙げられる。これらの食品を用いることで
薬剤の苦味がマスキングでき服用に際してコンプライアンスの向上に寄与できる。ま
た、小児用抗生剤を服用させる際の服薬情報として、保護者に対しても効果的な服薬
指導を行うことができる。 
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